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［水田作部門］                                              農業研究所ホームページへ  

１．水稲「アケボノ」の安定多収生産を実現するための生育指標と管理のポイント 
 

［要約］ 

「アケボノ」の移植栽培で多収生産を行うためには籾数の確保が最も重要であり、倒伏

の危険性を回避する管理を行うことで安定生産が実現できる。 

［担当］ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 作物・経営研究室 

［連絡先］電話 086-955-0275 

［分類］ 技術 

--------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

 岡山県の水稲主力品種「アケボノ」は、近年、業務用米としての需要が増加しており、生

産農家の所得向上のために、安定多収生産技術の確立が望まれている（平成 30 年アケボノ平

均反収約 540kg）。しかし、多収を得るための生育指標は定まっておらず、年次によって収量

や品質、作業性が低下する事例がある。そこで、倒伏や品質低下を防ぎつつ安定的に反収

700kg を目指した「アケボノ」の移植栽培における、生育指標と管理のポイントを明らかにす

る。 
 

［成果の内容・特徴］ 

１．反収 700kg を目指す上で必要な籾数は３万～3.3 万/㎡であり、籾数との相関が高い出穂

20 日前の「草丈（cm）×茎数（/㎡）×葉色（SPAD 値）÷10,000」の値が籾数の過不足を

判断する指標にできる。その目安は、「不足：123 未満」、「適正：123～143」、「やや

過剰：143～163」、「過剰：163 以上」である（図１）。 

２．倒伏の危険性は成熟期の稈長が目安となる。稈長は 94cm 以下、95～99cm、100～104cm、

105cm 以上に区分でき、倒伏の危険性はそれぞれ、「極小、小、中、大」と評価できる。そ

のため、稈長との相関が高い出穂 20 日前の草丈が、倒伏の危険性を判断する指標にでき、

出穂 20 日前の草丈が 81cm 以下だと危険性は極小、82～86cm だと小、87～92cm だと中、

93cm 以上だと大と判断できる（図１）。 

３．追肥は、倒伏危険性が「極小、小」の場合に行うことが可能であり、籾数が「不足」と

判断される場合は出穂 10 日前、籾数が「適正」であれば出穂期が追肥の適期である（図

１）。 

４．倒伏危険性が「大」の場合は、外観品質の低下や収穫作業効率の低下を防ぐため、倒伏

軽減剤を使用する。倒伏危険性が「中」でも、圃場条件等の都合で収穫の作業性を重視す

る場合には、倒伏軽減剤の使用が望ましい（図１）。 

５．幼穂長の測定は、調査日における出穂前日数を正確に判断できる優れた手法だが、測定

が実用的なのは出穂 25～20 日前頃の限られた期間である（表１）。 
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．岡山農研作況試験（同一の圃場・栽培方法で 40 年近く継続、稚苗の移植日は６月 25

日）では、「アケボノ」の出穂期は９月７日であり、年次変動の範囲は±４日である。 

２．出穂期（出穂 20 日前）がいつ頃か見当を付けにくい場合は、移植日と移植後の日平均気

温の推移から、出穂期を予測できる技術（平成 18 年主要成果）も活用できる。 

３．施肥量の調節については、今後、地力や使用する肥料タイプに応じて決定する方法を検

討する予定である。 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：ブランド米「アケボノ」の安定多収生産技術の確立 

予算区分：県単 

研究期間：2016～2018 年度 

研究担当者：渡邊丈洋 

関連情報等：１）平成 18 年度試験研究主要成果（水田作部門）、６ 

２）平成 30 年度試験研究主要成果、３-４、５-６、７-８ 

図１ アケボノ移植栽培における安定多収の実現に向けた目標収量と生育指標及び対応技術

注） 基肥一発肥料（肥効：リニア型）を使用した、６月移植栽培試験（2016-2018年）から作成

出穂前日数 27 25 23 21 20 19 17
2017年 0.2 0.6 1.0 1.6 2.5 4.5 7.5
2018年 － 0.5 1.0 1.6 2.8 3.2 4.4

注）１株につき主稈茎１本を調査し、10本の中から最大値と最小値を除く８本の平均値を算出

表１　出穂前日数と幼穂長との関係

年
次
間
差
が

大
き
い

備考

年
次
間
差
が

出
始
め
る

拡
大
鏡
が
必
要

（
視
認
困
難

）

肉
眼
で
幼
穂
の

色
・
形
を
確
認
可

幼穂長（mm）
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籾数 不足 適正 やや過剰 過剰

3.0万未満 3.0万-3.3万 3.3万-3.6万 3.6万以上

359未満 359-404 404-448 448以上

123未満 123-143 143-163 163以上

極小 小 中 大

94以下 95-99 100-104 105以上

81以下 82-86 87-92 93以上

　　出穂20日前頃の草丈伸長を「１cm/日」として、測定値を補正することが可能である

　　（例：出穂23日前の草丈（測定値）が85cm → 出穂20日前の草丈（補正値）は85+3＝88cm）

対応技術

倒伏の危険性

推奨 必須

出穂10日前 なし

　　出穂20日前　　　草丈（cm）

倒伏軽減剤
の使用

稈長（成熟期、cm）

出穂期 なし
硫安、尿素

施用量：窒素成分２～４kg/10a

不要

目標反収 700kg 到達の目安 ＝ ㎡当たり籾数 3.3万 × 登熟歩合 86％ × 千粒重 24.6g 

※ 出穂20日前の生育診断用

不要
使用時期：出穂25日前～10日前

追肥適期

㎡当たり籾数

出穂20日前　　草丈（cm）×茎数（/㎡）÷100

草丈（cm）×茎数（/㎡）×葉色（SPAD値）÷10,000

ロミカ粒

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/737734_6739792_misc.pdf
http://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/623117_5291240_misc.pdf
http://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/623117_5291255_misc.pdf
http://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/623117_5291256_misc.pdf

